成績評価基準書（上級管理者用）

（該当するところに○印）

	評価要素
	着　　眼　　点
	評価尺度
	評　点

	
	
	Ｓ
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	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	一次又は

二次評価

	成　績
	経営層の補助者として、経営意識ならびにコスト意識をもって仕事を処理していたか
	
	
	
	
	
	点

	
	効率的な業務の推進に努め、合理化、効率化に寄与したか
	
	
	
	
	
	点

	
	社内のチェック機能を果たしていたか、また組織としての社内運営に心掛けていたか
	
	
	
	
	
	点

	
	担当部あるいは担当業務について年間の経営計画に基づき、対象期間内の目標達成度は満足できるものであったか
	
	
	
	
	
	点

	
	小　　　　計
	
	点


成　　績

仕事の質（経営意識、コスト意識）

Ｓ＝経営層の補助者として、経営意識、コスト意識を十分持ち、多大な貢献をした

Ａ＝経営層の補助者として、経営意識、コスト意識を持ち、業績に貢献した

Ｂ＝経営層の補助者として、経営意識、コスト意識にやや欠けるが、業績には貢献した

Ｃ＝経営層の補助者として、経営意識、コスト意識にやや欠けかつ業績への貢献度もやや低かった

Ｄ＝経営層の補助者として、経営意識、コスト意識に欠け、業績への寄与は小さかった

仕事の質（効率的な業務の推進）

Ｓ＝効率的な業務推進に努め、合理化、効率化に多大な貢献をし、他の模範となった

Ａ＝効率的な業務推進に努め、合理化、効率化に相当寄与し、申し分なかった

Ｂ＝効率的な業務推進に努め、合理化、効率化に寄与した

Ｃ＝業務推進の効率化にも甘さがあり、合理化、効率化が十分でなかった

Ｄ＝効率的な業務推進ができず、合理化、効率化にほとんど寄与しなかった

仕事の量（チェック機能、組織運営）

Ｓ＝管理者としてチェック機能を十分果たし、かつ組織運営の強力な推進役となっていた

Ａ＝管理者としてのチェック機能を果たし、組織運営を推進した

Ｂ＝管理者としてまずまずチェック機能を果たし、組織運営に注力した

Ｃ＝管理者としてのチェック機能がやや弱く、組織運営力もやや劣った

Ｄ＝管理者としてのチェック機能を果たさず、組織的運営もできなかった

仕事の量（担当部あるいは担当業務について、目標達成度）

Ｓ＝対象期間内の目標をはるかに上回る成績を達成した

Ａ＝対象期間内の目標を上回る成績を達成した

Ｂ＝対象期間内の目標並の成績を達成した

Ｃ＝対象期間内の目標をやや下回った

Ｄ＝対象期間内の目標を相当下回った

